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地域企業と連携した探究活動の実践 

「まちのことを知ろう」～古殿小学校～ 

馬を使った「代かき」。見たことがありま
すか？私はこの写真を見たとき、なんてワク
ワクする実践なんだ！と思いました。 
古殿小学校の総合的な学習で実践されて

いる「まちのことを知ろう」の一場面です。
この日、古殿小学校児童は地域の農家「おざ
わふぁ～む」、NPO 法人馬事振興会の協力
で、馬を使った「代かき作業」を見学しまし
た。日頃はトラクターで行う代かきですが、
馬を使った代かきには子どもたちも興味
津々で見学していたそうです。 
古殿町には古くから「流鏑馬」が伝わり、

馬事振興会も「馬とふれあい、馬を知る」活
動を取り入れています。本来馬が持つ、「田
畑を耕す」「ものを運ぶ」馬の活躍する姿を
見て、子どもたちは「本物の馬が働いてびっ

くりした」と驚いていました。 古殿小 馬事振興会の馬を使った「代かき」見学 

 古殿小学校では、毎年「おざわふぁ～む」の協力の下、農作業体験を
行っています。小澤啓子さんは、生まれも育ちも古殿町。以前は酪農と
水稲の複合経営でしたが、１０年前から水稲を主体に経営をしていま
す。また、「あげまんま」や「ごぼっぱ凍み餅」など、郷土食の加工品を
復活、復旧させる取り組みを進めています。石川地方グリーン・ツーリ
ズム推進協会長としても活躍され、「食」や「農」を通じて古殿町ならで
はの魅力を発信しています。 
 古殿小学校の実践は、学校の取組に対して、地域の複数の企業、団体
が連携して参加協力をしているところが魅力的です。協力を頂いている
企業、団体はいずれも「古殿町の良さと伝統を残していきたい」という
共通理念のもとに日々の活動を実践しています。学校、地域、企業団体
の理念が一致し、古殿町の次世代を支える児童の育成が実践されている
古殿小学校の総合的な学習です。 

小澤啓子さん 

馬事振興会理事の鈴木清彦さんにお話を聞きました。写真の馬たちは

親子です。春は馬にとって出産の季節。母馬は春に生まれた子どもと一緒

に田んぼで仕事をします。子馬は親馬からは絶対離れないそうです。馬が

くたびれた頃に、人間も一緒に一服します。子馬は母馬のお乳を飲みま

す。仕事のリズムが人間と馬が一緒になるそうです。 

鈴木さんは「馬が一生懸命働いてくれたから人間は餌をやり世話をす

る。馬は餌をもらい世話をしてもらうから一生懸命働く。人間と馬はお互

い様の関係なんです。だからこれからもずっとお互い様の関係を続けられ

るように、馬と一緒にがんばります。」と話されていました。私達の人間関

係や地域の連携にも繋がる、心温まるお話でした。 

 

馬の命に感謝して 

馬頭観音を建てました 

大きいけど 

子馬だよ 



地域でつながる家庭教育応援事業 

家庭教育応援企業・企業登録の申込 

おざわふぁ～む株式会社 様 

代表取締役：小澤 昌男 

住 所：古殿町田口 

 地域に伝わる食の魅力を再確認し、郷土色

のすばらしさを広め、途絶えることのないよ

うに、次世代へ繋がる取組をする企業です。 

地域でつながる家庭教育応援事業 

家庭教育応援企業・企業登録の申込 

株式会社宮田商事 様 

（NPO法人 馬事振興会） 

代表取締役：鈴木 清彦 

住 所：古殿町山上 

 平成２１年に地元有志で立ち上げた団体で

す。「馬と触れ合い、馬を知る」活動を数多

く実践しています。 

 

 

 

 

 新型コロナウィルス感染防止対策のため様々な活動が制限される中、今年度も８，６３３組もの作

品を応募いただきました。御応募いただいた皆様、御指導いただいた各学校等の先生方に深く感謝申

し上げます。これからも、親子がふれあうきっかけとして取り組んでいただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Special Thanks! 家庭教育応援企業推進活動登録企業 

新規登録の申込ありがとうございました 

ふくしまを十七字で奏でよう絆ふれあい支援事業 

たくさんの御応募ありがとうございました 

【絆部門】 

小２ 孫：はりきって なわとびやろう リモートで 

  祖母：初トライ 孫会いたさに タブレット 

小４ 子：夏休み コロナのせいで 家の中 

   母：この夏は 家族旅行は 桃鉄で 

【ふるさと部門】 

小３ 孫：ふくしまで 先生になるぞ ぜったいに 

  祖母：ふくしまに もどってきてね いつの日か 

小３ 子：ぶんずいろ 意味が分からず 父に問う 

   父：ぶんずいろ 父も分からず 祖父に問う 

（担当者選） 

絆部門 ふるさと部門 合計

小学校 4,070 1,390 5,460

中学校 2,272 755 3,027

特別支援学校 11 8 19

幼稚園・こども園 105 22 127

合計 6,458 2,175 8,633

令和３年度　県中地区応募数

《参加者の声から》 

 ＊ コロナ禍で今まで感じたことがないような不安な日々が続いています。親子で一生懸命五七五を考える時間

は気持ちがほぐれ、楽しい時間となりました。 

 ＊ なかなか家族で一つのことに熱中することがないので楽しみながら参加できました。 

 ＊ 上の子達の時から親子で考え、良い時間を過ごさせて頂いております。毎年、入選できるように願いをこめ

て応募しています。 


